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ミニウム っき鋼金属流動を利用したアルミニウム合金／合金化溶融亜鉛めっき鋼

種金属点の重ね異種金属点接合
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 先端にセラミックス球面を有する接合ツールを用いる異種金属接合法“摩擦アンカー接合”を A5052（1.0mm 厚），GA（合金化溶融亜鉛めっき）鋼（1.2mm 厚）の 2 枚重ね継手に適用した。その結果，アルミニウム合金中の Al 原子が GA 鋼表面の Zn-Fe めっき層に拡散し Zn-Fe めっき層は Al-Fe 系金属間化合物を主体とする変質層となった。この変質層の存在のために，アルミニウム合金中に形成される鋼突起は，高さが低く，ひだ形状を呈した。また，鋼突起近傍には大量のAl-Fe 系金属間化合物層が形成された。さらに Zn-Fe 層中の Zn 原子がアルミニウム合金中に進入し，Al-Zn 共晶液相化に起因する亀裂が発生した。そのため，引張せん断強度は約 2.7kN/点にとどまった。なお，筆者らの過去の研究で，A5052（1.0mm 厚）と SPCC（1.0mm 厚）の摩擦アンカー接合継手の引張せん断強度は最大で約 3.6kN に達している。 キーワード：異種金属，摩擦攪拌，鋼突起，亜鉛めっき鋼，アルミニウム合金 
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